
Firepower システムのライセンス

ここでは、Firepowerシステムのライセンスを適用する方法について説明します。

• Firepowerの機能ライセンスについて, 1 ページ

• Firepower機能のサービスサブスクリプション, 2 ページ

• Firepowerシステムのクラシックライセンス, 2 ページ

• 管理対象デバイスへのライセンスの割り当て, 12 ページ

Firepower の機能ライセンスについて
組織に対してFirepowerシステムの最適な展開を実現するために、さまざまな機能についてライセ
ンスを取得することができます。Firepower Management Centerでは、これらの機能ライセンスを
管理してデバイスに割り当てることができます。

FirepowerManagementCenterはデバイスの機能ライセンスを管理しますが、FirepowerManagement
Centerを使用するための機能ライセンスは必要ありません。

（注）

Firepower機能ライセンスは、デバイスの種類に応じて次のように異なります。

•従来型ライセンスは 7000および 8000シリーズ、ASA FirePOWER、およびNGIPSvデバイス
に使用可能です。従来のライセンスを使用するデバイスは、クラシックデバイスと呼ばれる

こともあります。

1つの Firepower Management Centerで従来のライセンスとスマートライセンスの両方を管理でき
ます。
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Firepower 機能のサービスサブスクリプション
サービスサブスクリプションは、所定の時間内限定で、管理対象デバイス上の特定の Firepower
機能を有効にします。サービスサブスクリプションは、1年、3年、または 5年単位で購入でき
ます。サブスクリプションの期限が切れると、サブスクリプションの更新が必要であることが通

知されます。クラシックデバイスのサブスクリプションの期限が切れた場合、機能のタイプに

よっては、関連機能を使用できなくなることがあります。

サービスサブスクリプションは、Firepowerシステムで管理対象デバイスに割り当てるライセンス
と、次のように対応しています。

表 1：サブスクリプションおよび対応するクラシックライセンス

Firepower システム内で割り当てるクラシックライセンス購入するサブスクリプション

制御 +保護（別名「脅威 &アプリ」、システム更新に必要）TA

制御 +保護 + URLフィルタリングTAC

制御 +保護 +マルウェアTAM

制御 +保護 + URLフィルタリング +マルウェアTAMC

URLフィルタリング（TAが既に存在する場合はアドオン）URL

マルウェア（TAが既に存在する場合はアドオン）AMP

クラシックライセンスを使用する管理対象デバイスを購入すると、制御および保護のライセンス

が自動的に提供されます。これらのライセンスは無期限ですが、システムの更新を有効にするに

は、TAサービスサブスクリプションを購入する必要があります。追加機能のサービスサブスク
リプションはオプションです。

Firepower システムのクラシックライセンス
クラシックライセンスでは、製品認証キー（PAK）をアクティブ化する必要があり、デバイス間
で譲渡することはできません。クラシックライセンスは、「従来のライセンス」と呼ばれること

もあります。

7000および 8000シリーズデバイス、NGIPSvデバイス、およびASA FirePOWERモジュールはク
ラシックライセンスを使用します。
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製品ライセンス登録ポータル

Firepower機能のクラシックライセンスを 1つ以上購入する場合は、それらのライセンスを Cisco
Product License Registrationポータルで管理します。

http://www.cisco.com/web/go/license

このポータルの使用方法の詳細については、次を参照してください。

https://www.cisco.com/web/fw/tools/swift/xui/html/help.html

従来のライセンスのタイプと制約事項

ここでは、Firepowerシステム展開環境で使用可能な従来のライセンスのタイプについて説明しま
す。デバイスで有効にできるライセンスは、デバイスのモデル、バージョン、および他の有効な

ライセンスによって異なります。

7000および 8000シリーズデバイス、NGIPSvデバイス、およびASA FirePOWERモジュールの場
合、ライセンスはモジュール固有です。ライセンスがデバイスのモデルと完全に一致しない限り、

管理対象デバイスでライセンスを有効にすることはできません。たとえば、Firepower 8250マル
ウェアライセンス（FP8250-TAM-LIC=）を使用して 8140デバイスでマルウェア関連の機能を有
効にすることはできません。Firepower 8140マルウェアライセンス（FP8140-TAM-LIC=）を購入
する必要があります。

NGIPSvまたは ASA FirePOWERでは、制御ライセンスを使用してユーザとアプリケーション
の制御を実行できますが、それらのデバイスはスイッチング、ルーティング、スタッキング、

または 7000および 8000シリーズデバイスの高可用性をサポートしていません。

（注）

Firepowerシステムでライセンス付き機能にアクセスできなくなる状況がいくつかあります。

• Firepower Management Centerから従来のライセンスを削除することができますが、そのよう
にすると、すべての管理対象デバイスに影響します。

•特定の管理対象デバイスでライセンス付き機能を無効にすることができます。

いくつかの例外がありますが、期限切れライセンスまたは削除済みライセンスに関連付けられて

いる機能は使用できません。

次の表に、Firepowerシステムにおける従来のライセンスの概要を示します。
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表 2：Firepower システムの従来のライセンス

有効期限設

定可/不可
併せて必要

なライセン

ス

付与される機能プラットフォーム購入するサービス

サブスクリプショ

ン

Firepower システム
で割り当てるライ

センス

ライセンス

によって異

なる

noneホスト、アプリケーショ

ン、ユーザ検出

SSL暗号化トラフィック
とTLS暗号化トラフィッ
クの復号および検査

7000および 8000シリー
ズ

ASA FirePOWER

NGIPSv

TA、TAC、
TAM、または
TAMC

任意（Any）

Nonone侵入検知と防御

ファイル制御

セキュリティインテリ

ジェンスフィルタリング

7000および 8000シリー
ズ

ASA FirePOWER

NGIPSv

TA（デバイスに付
属）

プロテクション

（Protection）

NoProtectionユーザおよびアプリケー

ション制御

スイッチングとルーティ

ング

7000および 8000シリー
ズデバイスの高可用性

7000および 8000シリー
ズネットワークアドレ

ス変換（NAT）

7000および 8000シリー
ズ

なし（デバイスに

付属）

Control

NoProtectionユーザおよびアプリケー

ション制御

ASA FirePOWER

NGIPSv
なし（デバイスに

付属）

Control

YesProtectionAMP for Firepower（ネッ
トワークベースの高度な

マルウェア防御）

7000および 8000シリー
ズ

ASA FirePOWER

NGIPSv

TAM、TAMC、ま
たは AMP

マルウェア

（Malware）

YesProtectionカテゴリとレピュテー

ションに基づくURLフィ
ルタリング

7000および 8000シリー
ズ

ASA FirePOWER

NGIPSv

TAC、TAMC、ま
たは URL

URLフィルタリン
グ（URL
Filtering）

YesControlバーチャルプライベート

ネットワークの展開

7000および 8000シリー
ズ

なし（詳細は販売

担当者にお問い合

わせください）

VPN
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プロテクションライセンス

プロテクションライセンスでは、侵入検知および防御、ファイル制御、およびセキュリティイン

テリジェンスフィルタリングを実行できます。

•侵入検知および防御により、侵入とエクスプロイトを検出するためネットワークトラフィッ
クを分析できます。またオプションで違反パケットをドロップできます。

•ファイル制御により、特定のアプリケーションプロトコルを介した特定タイプのファイルを
検出し、オプションでこれらのファイルのアップロード（送信）またはダウンロード（受

信）をブロックできます。マルウェアライセンスが必要なAMP forFirepowerを使用すると、
制限されたファイルタイプセットを、その処置に基づいて検査およびブロックすることが

できます。

•セキュリティインテリジェンスフィルタリングにより、トラフィックをアクセス制御ルー
ルによる分析対象にする前に、特定の IPアドレス、URL、および DNSドメイン名をブラッ
クリストに追加（その IPアドレスとの間のトラフィックを拒否）できます。ダイナミック
フィードにより、最新の情報に基づいて接続をただちにブラックリストに追加できます。オ

プションで、セキュリティインテリジェンスフィルタリングに「モニタのみ」設定を使用

できます。

プロテクションライセンス（制御ライセンスと共に）は、クラシック管理対象デバイスの購入時

に自動的に組み込まれます。このライセンスは無期限ですが、システムの更新を有効にするには、

TAサブスクリプションも購入する必要があります。

ライセンスがない状態でプロテクション関連の検査を実行するようにアクセス制御ポリシーを設

定できますが、プロテクションライセンスを Firepower Management Centerに追加し、ポリシー展
開対象デバイス上でこのライセンスを有効にするまではポリシーを展開できません。

プロテクションライセンスを Firepower Management Centerから削除するか、または管理対象デバ
イスでプロテクションを無効にすると、Firepower Management Centerは対象デバイスからの侵入
イベントとファイルイベントを認識しなくなります。結果として、トリガー条件としてこれらの

イベントを使用する相関ルールがトリガーしなくなります。また、Firepower Management Center
はシスコ提供またはサードパーティのセキュリティインテリジェンス情報を取得するためにイン

ターネットに接続しなくなります。プロテクションを再度有効にするまでは、既存のポリシーを

再度展開することはできません。

プロテクションライセンスは URLフィルタリング、マルウェア、および制御ライセンスに必要
であるため、プロテクションライセンスを削除または無効にすると、URLフィルタリング、マル
ウェア、または制御ライセンスを削除または無効にすることと同じ効果があります。

制御ライセンス

制御ライセンスでは、アクセスコントロールルールにユーザとアプリケーションの条件を追加す

ることで、ユーザとアプリケーションの制御を実装できます。7000および 8000シリーズデバイ
スでは、このライセンスを使用して、スイッチングとルーティング（DHCPリレーおよびNATを
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含む）、およびデバイスのハイアベイラビリティペアも構成できます。管理対象デバイスの制御

ライセンスを有効にするには、保護ライセンスも有効にする必要があります。制御ライセンスは

（保護ライセンスとともに）、従来の管理対象デバイスの購入時に自動的に付属します。このラ

イセンスは無期限ですが、システムの更新を有効にするには、TAサブスクリプションも購入する
必要があります。

従来の管理対象デバイスの制御ライセンスを有効にしない場合は、アクセスコントロールポリ

シーのルールにユーザおよびアプリケーションの条件を追加できますが、デバイスにポリシーを

展開することはできません。7000または 8000シリーズデバイスの制御ライセンスを明確に有効
にしないと、次の操作も行えません。

•スイッチド、ルーテッド、またはハイブリッドインターフェイスの作成

• NATエントリの作成

•仮想ルータの DHCPリレーの設定

•デバイスへのスイッチまたはルーティングが含まれているデバイス設定の展開

•デバイス間のハイアベイラビリティの確立

制御ライセンスがなくても仮想スイッチおよびルータを作成できますが、データを取り込むス

イッチドインターフェイスおよびルーテッドインターフェイスがない状態ではこれらのスイッ

チとルータは有用ではありません。

（注）

制御ライセンスを Firepower Management Centerから削除するか、または個別のデバイスで制御を
無効にしても、対象デバイスでのスイッチングとルーティングの実行が行われなくなったり、デ

バイスのハイアベイラビリティペアが解除されたりすることはありません。既存の設定の編集や

削除を続けることはできますが、影響を受けるデバイスに対する変更を展開することはできませ

ん。新しいスイッチドインターフェイス、ルーテッドインターフェイス、またはハイブリッド

インターフェイスを追加することも、新しい NATエントリの追加、DHCPリレーの設定、7000
または 8000シリーズデバイスのハイアベイラビリティの確立もできません。既存のアクセスコ
ントロールポリシーに、ユーザ条件またはアプリケーション条件を含むルールが含まれている場

合は、それらのポリシーを再展開することができません。

従来のデバイスの URL フィルタリングライセンス
URLフィルタリングにより、モニタ対象ホストにより要求される URLに基づいて、ネットワー
ク内を移動できるトラフィックを判別するアクセス制御ルールを作成することができます。URL
フィルタリングライセンスを有効にする場合は、保護ライセンスも有効にする必要があります。

従来のデバイスの URLフィルタリングライセンスは、脅威 &アプリ（TAC）または脅威 &アプ
リおよびマルウェア（TAMC）サブスクリプションと組み合わせてサービスサブスクリプション
として購入できます。また、脅威&アプリ（TA）が既に有効になっているシステムの場合は、ア
ドオンサブスクリプションとして購入できます。
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URLフィルタリングライセンスがない状態で、許可またはブロックする個別URLまたはURL
グループを指定できます。これにより、Webトラフィックをカスタムできめ細かく制御できま
すが、URLカテゴリおよびレピュテーションデータをネットワークトラフィックのフィルタ
リングに使用することはできません。

ヒント

URLフィルタリングライセンスがない状態でも、アクセス制御ルールにカテゴリベースの URL
条件およびレピュテーションベースの URL条件を追加できますが、Firepower Management Center
は URL情報をダウンロードしません。最初に URLフィルタリングライセンスを Firepower
Management Centerに追加し、ポリシー適用対象デバイスで有効にするまでは、アクセスコント
ロールポリシーを適用できません。

Firepower Management Centerからライセンスを削除するか、または管理対象デバイスで URLフィ
ルタリングを無効にすると、URLフィルタリングにアクセスできなくなることがあります。ま
た、URLフィルタリングライセンスの有効期限が切れることもあります。ライセンスが期限切れ
になるか、ライセンスを削除または無効化すると、URL条件が含まれているアクセス制御ルール
はURLフィルタリングを直ちに停止し、FirepowerManagement CenterはURLデータのアップデー
トをダウンロードできなくなります。既存のアクセスコントロールポリシーに、カテゴリベー

スまたはレピュテーションベースの URL条件を含むルールが含まれている場合は、それらのポ
リシーを再展開することができません。

従来のデバイスのマルウェアライセンス

マルウェアライセンスを使用すると、AMP for FirepowerおよびAMP Threat Gridを使用して Cisco
AdvancedMalware Protection（AMP）を実行することができます。管理対象デバイスを使用して、
ネットワーク上で伝送されるファイルのマルウェアを検出してブロックできます。マルウェアラ

イセンスを有効にするには、保護も有効にする必要があります。マルウェアライセンスは、脅威

&アプリ（TAM）と組み合わせたサブスクリプションまたは脅威 &アプリおよび URLフィルタ
リング（TAMC）サブスクリプションとして購入できます。また、脅威&アプリ（TA）が既に有
効になっているシステムの場合は、アドオンサブスクリプションとして購入できます。

マルウェアライセンスが有効になっている 7000および 8000シリーズ管理対象デバイスは、
動的分析を設定していない場合でも、定期的に AMPクラウドへの接続を試行します。このた
め、デバイスの [インターフェイストラフィック（Interface Traffic）]ダッシュボードウィ
ジェットには、送信済みトラフィックが表示されます。これは正常な動作です。

（注）

ファイルポリシーの一部として AMP for Firepowerを設定し、その後 1つ以上のアクセスコント
ロールルールを関連付けます。ファイルポリシーは、特定のアプリケーションプロトコルを使

用して特定のファイルをアップロードまたはダウンロードするユーザを検出できます。AMP for
Firepowerによって、ローカルマルウェア分析とファイルの事前分類を使用して、これらの制限さ
れたファイルタイプのセットにマルウェアがないかを検査できます。特定のファイルタイプをダ

ウンロードしてAMP Threat Gridクラウドにアップロードして、動的 Spero分析でマルウェアが含
まれているかどうかを判別することもできます。これらのファイルでは、ファイルがネットワー

ク内で経由する詳細なパスを示すネットワークファイルトラジェクトリを表示できます。マル
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ウェアライセンスでは、ファイルリストに特定のファイルを追加し、そのファイルリストをファ

イルポリシー内で有効にすることもできます。これにより、検出時にこれらのファイルを自動的

に許可またはブロックできます。

AMP for Firepower構成を含むアクセスコントロールポリシーを展開する前に、マルウェアライ
センスを追加してから、そのポリシー展開対象デバイスで有効にする必要があります。デバイス

でライセンスを後で無効にする場合、既存のアクセスコントロールポリシーをそれらのデバイス

に再度展開することはできません。

マルウェアライセンスをすべて削除するか、それらがすべて期限切れになると、システムはAMP
への問い合わせを停止し、AMPクラウドから送信される遡及的イベントの確認応答も停止しま
す。既存のアクセスコントロールポリシーに AMP for Firepower構成が含まれている場合は、そ
れらのポリシーを再展開することができません。マルウェアライセンスが失効したか削除された

後、システムが既存のキャッシュファイルの性質を使用できるのは極めて短時間のみであること

に注意してください。この時間枠の経過後、システムは Unavailableという性質をこれらのファ

イルに割り当てます。

マルウェアライセンスが必要なのは AMP for Firepowerおよび AMP Threat Gridを展開する場合の
みです。マルウェアライセンスがなければ、FirepowerManagement CenterはAMPクラウドからエ
ンドポイント向け AMPマルウェアイベントおよび侵害の兆候（IOC）を受信できます。

関連トピック

ファイル制御および Cisco AMPの基本

VPN ライセンス
VPNを使用すると、インターネットやその他のネットワークなどの公共ソースを経由してエンド
ポイント間にセキュアトンネルを確立できます。7000および 8000シリーズデバイスの仮想ルー
タ間で安全なVPNトンネルを構築するよう、Firepowerシステムを設定することができます。VPN
を有効にするには、保護および制御のライセンスも有効にする必要があります。VPNライセンス
を購入するには、販売担当者までお問い合わせください。

VPNライセンスがないと、7000および 8000シリーズデバイスで VPN導入環境を設定できませ
ん。導入環境の作成はできますが、データを取り込むための 1つ以上の VPN対応スイッチドイ
ンターフェイスおよびルーテッドインターフェイスがない状態では、導入環境は有用ではありま

せん。

VPNライセンスを Firepower Management Centerから削除するか、または個別のデバイスで VPN
を無効にすると、対象デバイスは現在のVPN導入環境をブレイクしません。既存の導入環境を編
集または削除できますが、対象デバイスに変更を適用することはできません。

デバイススタックおよびハイアベイラビリティペアのクラシックラ

イセンス

スタックや 7000または 8000シリーズデバイスハイアベイラビリティペアを構成するデバイス
は、それぞれが同等のライセンスを持っている必要があります。デバイスのスタック構成後に、
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スタック全体のライセンスを変更できます。ただし、7000または 8000シリーズデバイスのハイ
アベイラビリティペアでは有効なライセンスを変更することはできません。

従来型ライセンスの表示

アクセス

（Access）
サポートされるド

メイン

サポートされるデ

バイス

従来のライセンススマートライセン

ス

Adminグローバルのみ従来型（Classic）任意（Any）該当なし

[Classicライセンス（Classic Licenses）]ページを使用して、Firepower Management Centerに追加し
たClassicライセンスを表示します。展開環境内の管理対象デバイスのタイプごとに、所有してい
るライセンスの総数と、使用中のライセンスの割合がこのページにリストされます。

[ライセンス（Licenses）]ページには、各ライセンスの詳細も表示されます。モデルごとに、各タ
イプの所有ライセンス数、各タイプのライセンスでライセンス付与できる管理対象デバイスの数

が表示されます。有効期限のあるライセンスの場合、このページに有効期限が表示されます。

次のように、ライセンスおよびライセンス制限を表示できます。

• [製品ライセンス（ProductLicensing）]ダッシュボードウィジェットはライセンスの概要を示
します。

• [デバイス管理（DeviceManagement）]ページ（[デバイス（Devices）] > [デバイス管理（Device
Management）]）は、各管理対象デバイスに適用されているライセンスをリストします。

•ヘルスポリシーで使用される際に、Classicライセンスモニタのヘルスモジュールはライセ
ンスステータスを伝達します。

手順

[システム（System）] > [ライセンス（Licenses）] > [クラシックライセンス（Classic Licenses）]を
選択します。

ライセンスキーの特定

アクセス

（Access）
サポートされるド

メイン

サポートされるデ

バイス

従来のライセンススマートライセン

ス

Adminグローバルのみ従来型（Classic）任意（Any）該当なし

Firepower Management Center バージョン 6.0 コンフィギュレーションガイド
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ライセンスキーによって、Firepower Management Centerはシスコライセンス登録ポータルで一意
に識別されます。これは、FirepowerManagement Centerの製品コード（66）とMACアドレスで構
成されます（たとえば、66:00:00:77:FF:CC:88）。

シスコライセンス登録ポータルでは、ライセンスキーを使用して、Firepower Management Center
にライセンスを追加する際に必要になるライセンステキストを取得する必要があります。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [ライセンス（Licenses）] > [クラシックライセンス（Classic Licenses）]を
選択します。

ステップ 2 [新規ライセンスの追加（Add New License）]をクリックします。
ステップ 3 [機能ライセンスの追加（AddFeatureLicense）]ダイアログの上部にある [ライセンスキー（License

Key）]フィールドの値をメモします。

次の作業

•ライセンスを Firepower Management Centerに追加します。Firepower Management Centerへの
従来型ライセンスの追加, （10ページ）を参照してください。

Firepower Management Centerへの従来型ライセンスの追加

アクセス

（Access）
サポートされるド

メイン

サポートされるデ

バイス

従来のライセンススマートライセン

ス

Adminグローバルのみ従来型（Classic）任意（Any）該当なし

バックアップが完了した後にライセンスを追加した場合は、このバックアップを復元するとき

に、それらのライセンスが削除されたり上書きされたりすることはありません。復元の際の競

合を防止するためにも、バックアップを復元する前に、これらのライセンスを（それらが使用

されている場所をメモした上で）削除し、バックアップを復元した後で、追加して再設定して

ください。競合が発生した場合は、サポートに連絡してください。

（注）

サポートサイトにログインした後で、[ライセンス（Licenses）]タブでライセンスを要求する
こともできます。

ヒント
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はじめる前に

•ライセンス購入時に Ciscoが提供したソフトウェア権利証明書にある製品アクティベーショ
ンキー（PAK）をお手元にご用意ください。レガシーの、以前のシスコのライセンスの場合
は、サポートに問い合わせてください。

• Firepower Management Centerのライセンスキーの種類を確認します。ライセンスキーの特
定, （9ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [ライセンス（Licenses）] > [クラシックライセンス（Classic Licenses）]を
選択します。

ステップ 2 [新規ライセンスの追加（Add New License）]をクリックします。
ステップ 3 必要に応じ、続いて以下を行います。

•ライセンステキストをすでに取得している場合は、ステップ 8にスキップしてください。

•ライセンスのテキストを取得する必要がある場合は、次の手順を実行します。

ステップ 4 [ライセンス取得（Get License）]をクリックして、Ciscoライセンス登録ポータルを開きます。
ご使用のコンピュータからインターネットにアクセスできない場合は、アクセスできる

コンピュータから http://cisco.com/go/licenseを探します。
（注）

ステップ 5 ライセンス登録ポータルで、PAKからライセンスを生成します。詳細については、
https://www.cisco.com/web/fw/tools/swift/xui/html/help.htmlを参照してください。
この手順には、購入時に入手した PAKと、Firepower Management Centerのライセンスキーが必要
です。

ステップ 6 ライセンス登録ポータルの表示から、ないしはライセンス登録ポータルより送られてくるメール

からライセンステキストをコピーします。

ステップ 7 Firepower Management Centerの webインターフェイスの [機能ライセンスの追加（Add Feature
License）]ページに戻ります。

ステップ 8 [ライセンス（License）]フィールドにライセンステキストを貼り付けます。
ステップ 9 [ライセンスの検証（Verify License）]をクリックします。

ライセンスが無効となる場合は、ライセンステキストが正しくコピーされているか確認します。

ステップ 10 [ライセンスの提出（Submit License）]をクリックします。

次の作業

•管理対象デバイスにライセンスを割り当てます。管理対象デバイスへのライセンスの割り当
て, （12ページ）を参照してください。管理対象デバイスのライセンス取得済み機能を使用
するには、これらのデバイスにライセンスを割り当てる必要があります。
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管理対象デバイスへのライセンスの割り当て

アクセス

（Access）
サポートされるド

メイン

サポートされるデ

バイス

従来のライセンススマートライセン

ス

Admin/Network
Admin

リーフのみ任意（Any）任意（Any）任意（Any）

一部の例外はありますが、管理対象デバイスでライセンスを無効にすると、そのライセンスに関

連づけられている機能は使用できなくなります。

手順

ステップ 1 [デバイス（Devices）] > [デバイス管理（Device Management）]を選択します。
ステップ 2 ライセンスを割り当てまたは無効にするデバイスの横にある編集アイコン（ ）をクリックしま

す。

マルチドメイン展開では、リーフドメインにいない場合、システムによって切り替えるように求

められます。

ステップ 3 [デバイス（Device）]タブをクリックします。
ステップ 4 [ライセンス（License）]セクションの横にある編集アイコン（ ）をクリックします。

ステップ 5 適切なチェックボックスをオンまたはオフにして、デバイスのライセンスを割り当て、または無

効にします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

次の作業

•設定変更を展開します。設定変更の導入を参照してください。
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